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清
風
会
、
新
興
会
、
緑

風
会
、
無
会
派
の
合
計
14

名
は
、
さ
る
２
月
７
～
８

日
の
２
日
間
、
宮
城
県

加か
み
ま
ち

美
町
と
大
崎
市
に
お
い

て
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

　

加
美
よ
つ
ば
農
業
協
同

組
合
で
は
、
管
内
75
集
落

の
う
ち
69
集
落
で
営
農
組

織
が
設
立
さ
れ
、
組
織
率

が
県
内
№
１
で
あ
る
。
そ

の
理
由
と
し
て
、
行
政
・

Ｊ
Ａ
・
関
係
団
体
に
よ
る

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
フ
ロ
ア
化

の
担
い
手
セ
ン
タ
ー
が
設

立
さ
れ
、
集
落
営
農
に
取

り
組
む
場
合
に
ネ
ッ
ク
と

な
る
経
理
部
門
を
一
元
セ

ン
タ
ー
と
し
て
運
営
し
、

組
織
の
負
担
の
軽
減
を
図

り
、
組
織
化
に
大
き
く
寄

与
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
他
、
震
災
か
ら

の
教
訓
や
、
目
指
す
べ
き

方
向
性
を
し
っ
か
り
と
捉

え
、
参
考
と
す
べ
き
点
も

多
か
っ
た
。

　

薬や
く
ら
い莱
わ
さ
び
栽
培
園
は
、

宮
城
県
内
建
設
業
５
指
に

入
る
奥
田
建
設
㈱
が
新
分

野
参
入
モ
デ
ル
事
業
、
農

商
工
連
携
支
援
事
業
を
取

り
入
れ
、
地
元
農
家
と
連

携
し
、
平
成
17
年
12
月
に

開
園
。
当
初
の
作
付
面
積

は
20
ア
ー
ル
だ
っ
た
が
、

以
後
、
順
次
作
付
面
積
を

拡
大
し
、
現
在
は
約
１
ヘ

ク
タ
ー
ル
。
付
近
一
帯
は
、

セ
キ
ス
イ
ハ
ウ
ス
が
開
発

し
た
リ
ゾ
ー
ト
地
帯
で
、

仙
台
か
ら
１
時
間
余
の
距

離
に
あ
り
、
年
間
百
万
人

の
観
光
客
が
訪
れ
る
と
い

う
恵
ま
れ
た
地
域
。

　

当
初
は
販
売
に
苦
労
し

た
が
、
奥
田
建
設
と
い
う

ブ
ラ
ン
ド
と
長
年
の
「
人

脈
と
信
用
力
」
に
よ
り
、

仙
台
市
内
の
飲
食
店
を
は

じ
め
と
し
て
順
調
に
販
路

を
開
拓
し
て
い
る
。
当
市

の
畳
石
方
式
の
栽
培
と
は

異
な
る
が
、
根
わ
さ
び
に

加
え
、
加
工
品
や
食
事
の

メ
ニ
ュ
ー
に
も
工
夫
を
凝

ら
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ

た
。

　

今
回
の
視
察
が
縁
で
、

当
市
の
宮
守
町
湧
水
地
区

の
わ
さ
び
生
産
の
ほ
場
見

学
が
実
現
す
る
運
び
と

な
っ
た
こ
と
も
、
成
果
の

一
端
と
思
わ
れ
る
。

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

鳴
子
の
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
発
足
は
、
国
の
農
業
政

策
の
大
転
換
で
あ
る
「
品

目
横
断
的
経
営
安
定
対

策
」
に
よ
っ
て
、
消
失
し

か
ね
な
い
鳴
子
地
区
の
米

作
及
び
農
業
を
守
る
目
的

か
ら
で
あ
っ
た
。
総
合
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
結
城
登

美
雄
氏
を
迎
え
、
指
導
を

仰
い
だ
こ
と
や
、
山
間
地

向
け
品
種
「
東
北

１
８
１
号
」
と
の
運

命
的
出
会
い
、
適

地
適
作
「
地
域
の

米
」
と
し
て
バ
イ
ン

ダ
ー
刈
取
り
、
す
べ

て
自
然
乾
燥
に
よ

る
「
杭
掛
け
」
に
よ

る
、
他
と
の
差
別
化

な
ど
。
近
年
で
は
、

試
食
会
や
勉
強
会

な
ど
で
普
及
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
発

想
や
危
機
を
チ
ャ

ン
ス
に
変
え
、
人
脈
や
メ

デ
ィ
ア
を
上
手
に
利
用
し

な
が
ら
、
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
実
証
し
て
い
る
と

感
心
さ
せ
ら
れ
た
。

　

遠
野
一
新
会
と
無
会
派

１
名
の
合
計
４
名
は
、
さ

る
２
月
14
～
15
日
の
２
日

間
、
宮
城
県
に
お
い
て
研

修
視
察
を
行
っ
た
。

　

登
米
市
の
農
業
法
人
伊

豆
沼
農
産
で
は
、
人
と
自

然
へ
の
や
さ
し
さ
を
求
め

て
「
農
業
を
食
業
に
変
え

る
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ

の
加
工
と
、
そ
の
加
工
品

を
提
供
す
る
食
堂
や
農
家

直
売
所
が
あ
り
、
総
合
的

に
地
域
と
関
わ
る
「
農
工

商
」
の
一
貫
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

㈲
サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
松

島
で
は
、
こ
だ
わ
り
の
ト

マ
ト
作
り
、
オ
ラ
ン
ダ
の

温
室
野
菜
栽
培
技
術
を
活

用
し
た
太
陽
光
を
最
大
限

ハ
ウ
ス
内
に
確
保
す
る
た

め
、
光
の
透
温
率
が
高
い

「
全
面
ガ
ラ
ス
温
室
」
を

使
用
し
、
か
つ
、
温
室
内

の
「
陰
」
と
な
る
面
積
が

最
小
と
な
る
よ
う
温
室
の

骨
格
材
は
か
な
り
細
い
も

の
を
使
用
し
て
い
る
。
ま

た
、「
二
酸
化
炭
素
」
に

つ
い
て
は
、
ト
マ
ト
が
活

発
に
生
育
で
き
る
よ
う
な

濃
度
に
な
る
よ
う
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
り
常
時

自
動
調
整
を
し
て
い
る
。

　

デ
リ
シ
ャ
ス
フ
ァ
ー
ム

㈱
代
表
取
締
役
の
今
野
文

隆
氏
は
、
ト
マ
ト
を
育
て

る
こ
と
30
年
以
上
。
デ
リ

シ
ャ
ス
ト
マ
ト
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
、
ト
マ
ト
は

栽
培
時
に
水
分
を
減
ら
す

と
甘
み
が
増
す
こ
と
が
分

か
っ
た
か
ら
だ
。
生
産
農

家
と
し
て
美
味
し
い
ト
マ

ト
を
作
る
だ
け
で
は
な
く
、

商
品
と
し
て
販
売
で
き
る

量
を
育
て
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
と
て
も
デ
リ
ケ
ー

ト
な
品
種
で
、
お
い
し
さ

の
追
求
と
収
量
の
バ
ラ
ン

ス
を
得
る
た
め
に
、
試
行

錯
誤
の
連
続
。
形
も
不
揃

い
に
な
り
や
す
く
、
多
く

の
農
家
が
挑
戦
し
て
は
数

年
で
断
念
。
種
子
メ
ー

カ
ー
も
積
極
的
に
薦
め
な

い
。
そ
れ
ほ
ど
こ
の
ト
マ

ト
の
栽
培
は
難
し
か
っ
た

と
い
う
。「
色
々
と
工
夫

は
必
要
だ
が
、
こ
こ
の
土

は
ト
マ
ト
栽
培
に
向
い
て

い
る
し
、
冬
の
昼
夜
の
寒

暖
の
差
な
ど
気
候
条
件
も

い
い
。」と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た
の

は
、
同
様
に
ト
マ
ト
づ
く

り
に
取
り
組
ん
だ
６
軒

の
地
元
農
家
が
い
た
か

ら
だ
と
い
う
。
現
在
も

月
に
一
度
は
定
期

的
な
情
報
交
換
を

行
い
、
お
互
い
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
る
。
現

在
は
、
加
工
品
に

も
取
り
組
み
、
農

家
カ
フ
ェ
と
直
売

所
も
経
営
し
、
地

元
雇
用
に
貢
献
し

て
い
る
。

　

農
業
へ
の
情
熱

を
絶
や
す
こ
と

な
く
工
夫
を
続
け
、

様
々
な
こ
と
に
挑

戦
し
続
け
る
姿
に
触
れ
、

感
動
し
な
が
ら
研
修
地
を

後
に
し
た
。
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